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 第 3 章では、ジホスファクラウンと通常のクラウンエーテルとのアルカリ金属イオ
ンに対するホスト－ゲスト挙動を比較・検討した。ベンゾ－ 18－ジホスファクラウン
－ 6 の選択性はＮａ＞Ｋ＞Ｌｉなのに対し、同じ 18 員環であるベンゾ－18－クラウン
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－6 はＫ＞Ｎａ＞Ｌｉの選択性を有する。これは不斉リン原子周りの立体障害と、リン
原子と酸素原子のアルカリ金属イオンに対する親和性の違いによるものであると推測
される。また 12 員環から 21 員環のジホスファクラウンを合成し、それぞれアルカリ
金属イオンに対する選択性を調べると環サイズによってその選択性が変化することが
確認された。  












 第 6 章では、ホスファクラウンに種々のヘテロ芳香環を導入し、不斉リン原子・酸
素原子・窒素原子を環骨格に有する混合ドナー配位子を合成した。例えば不斉リン原
子を 4 つ、ピリジン環を 2 つ有するテトラホスファクラウンは結晶状態において高い
平面性を有し、遷移金属に対する高い配位能を有することが期待される。  







































3. 第 5 章・第 6 章では種々の環骨格を有する光学活性環状ホスフィンの合成と構造お
よび配位挙動について論じている。環骨格をわずかに変えることにより、ホスファ
クラウンの各種金属への配位能が大きく変化することが明らかとなった。  








成 28 年 2 月 24 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博
士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
